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明治大学図書館蔵「藤岡屋日記」の
筆写年次に関する一考察
伊能 秀明＊・勝見 知世†
はじめに―本稿の目的―
『国書総目録』第７巻ふ−よ（岩波書店刊）の「藤岡屋日記」の項目に、
後掲の記載がある。
藤岡屋日記 ふじおかやにつき 著・須藤由蔵編 写・明大（慶応元、巻
一一三〜一二二、一〇冊）・都史料（文化元−慶応四、一四四冊）
（引用者注／「都史料」は東京都公文書館の前身をいう。）
本稿は、明治大学図書館蔵「藤岡屋日記」一〇冊本の筆写者の確認と筆
写年次について考究することを目的とする。
１ 明治大学図書館蔵「藤岡屋日記」
「藤岡屋日記」明大本（慶応元、巻一一三〜一二二、一〇冊）の書誌は、
後掲のとおりである（但し引用は、必要な部分のみとした）。
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＊いよく・ひであき／前明治大学調査役
†かつみ・ともよ／明治大学博物館嘱託職員
標題および責任表示 藤岡屋日記／〔須藤由蔵著〕
出版・頒布事項 〔書写地不明〕：三田村鳶魚（写）
形態事項 10 冊：25 × 17cm
請求記号
つぎに、明大本を実見したときの所見を記録しておこう。
表１ 「藤岡屋日記」明大本 10 冊
題箋は各巻とも二重枠で、同一人の筆跡と思われる。いずれの巻にも、
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巻 年号 配置場所 請求記号
113 慶応元年正月 中央貴重書庫 092.5/20//H
114 慶応元年２月 中央貴重書庫 092.5/20//H
115 慶応元年３月 中央貴重書庫 092.5/20//H
116 慶応元年４月 中央貴重書庫 092.5/20//H
117 慶応元年５月 中央貴重書庫 092.5/20//H
118 慶応元年閏５月 中央貴重書庫 092.5/20//H
119 慶応元年６月 中央貴重書庫 092.5/20//H
120 慶応元年７月 中央貴重書庫 092.5/20//H
121 慶応元年８月 中央貴重書庫 092.5/20//H
122 慶応元年９月 中央貴重書庫 092.5/20//H
冊 巻 冊次 年月 料紙 丁数 丁付
１ １１３ 十冊之内 一 慶応元年正月 薄様白色 151 ―
２ １１４ 十冊之内 二 慶応元年二月 同上 122 ―
３ １１５ 十冊之内 三 慶応元年三月 同上 127 ―
４ １１６ 十冊之内 四 慶応元年四月 やや厚手薄様 116 あり
５ １１７ 十冊之内 五 慶応元年五月 同上 212 あり
６ １１８ 十冊之内 六 慶応元年閏五月 同上 156 あり
７ １１９ 十冊之内 七 慶応元年六月 同上 119 あり
８ １２０ 十冊之内 八 慶応元年七月 同上 147 あり
９ １２１ 十冊之内 九 慶応元年八月 同上 114 あり
10 １２２ 十冊之内 慶応元年九月 同上 130 あり
筆写の年月日、筆写者名の記載は見られない。巻１１６の後ろ表紙に、古
書店が挟んだ墨筆の紙札がもとのまま残されていて、その記載は後掲のと
おりである。
幕末の外交。内政。町々変事 落首狂文 外国事情等いろいろ
藤岡屋日記 十冊 （価格／円）
慶応元年の分 『三田村鳶魚』筆
この紙札の記載から、明大本 10 冊の筆写者は、「三田村鳶魚」と推定さ
れたらしい。
次項では、三田村鳶魚「日記」の記事に基づき、明大本の筆写年次を明
らかにしよう。
２ 三田村鳶魚「日記」にみえる「藤岡屋日記」
『三田村鳶魚全集』第 26 巻「日記」（中）、第 27 巻「日記」（下）を通読
して「藤岡屋日記」にかかわる記事を抜粋すると、本稿末尾に掲載した表
３のとおりである。なお、この表には「官中秘策」など他の典籍に関する
記事も含んでいる。
つぎに表３をもとに、鳶魚が「藤岡屋日記」を借用・筆写・校合・返送
した記事のみを改めて抽出し、後掲の表２を作成した。
表２のとおり明大本 10 冊のうち、筆写年月日が明らかになる巻々は、１
１６、１１７、１２０、１２２の４冊である。これら４冊は、巻次の順に
筆写が進められている。
よって明大本の残りの６冊についても、おそらく巻１１３から順に筆写
され、巻１２２の筆写・校合は、昭和９年（1934）８月９日以前に完了し
たと推定される。
三田村鳶魚が、のちに明治大学図書館蔵となる「藤岡屋日記」を筆写し
た年次に関する考察は、以上のとおりである。
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表２ 三田村鳶魚「日記」における「藤岡屋日記」関係記事
３ 先行文献渉猟
本考察を進める過程で参照した先行文献から、三田村鳶魚筆写による「藤
岡屋日記」に言及した先学の指摘を抜粋して参考に供したい。
（１）島田筑波「いろいろの話『藤岡屋日記』」、『今昔』１−３、昭和５
年（1930）12 月刊
「藤岡屋日記の百十三巻から百五十二巻まで、即ち慶応元年正月から明
治元年の三月までを三田村鳶魚先生が未刊雑著（引用者注／後掲（４）南、
（５）吉原の各引用文参照）に収めようとして果さなかったのは、いかにも
残念のことであった。」
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年号 月日／記事
明大本
の巻次
昭和６年
(1931）
9.24 夜、島田筑波、藤岡屋日記百十二を返す。
11.8 島田筑波、藤岡屋日記百十六を返す。
12.26 笹川臨風氏を訪ふ、藤岡屋日記二冊、借用。
116
昭和７年
(1932)
2.3 藤岡屋日記百十七冊の校正。
4.10 島田（筑波）へ藤岡屋日記十七冊を返す。
9.26 藤岡屋日記校合。
9.27 藤岡屋日記校合。
117
昭和８年
(1933)
1.28 藤岡屋日記百二十冊、昨夜より読合せ今夜済む。
2.7 島田筑波へ左の通返済。藤岡屋日記百二十。
7.10 藤岡屋日記巻二、やうやう写し終る。（注・昭和
6.12.26笹川臨風より借用した二冊）
7.12 藤岡屋日記二冊、書留小包にて笹川（臨風）氏へ
返送。
7.14 米山堂へ製本を頼む。藤岡屋日記二冊。
8.9 八重の写したる藤岡屋日記校合。
10.19 帰宅すれば（島田）筑波あり、藤岡屋日記返済。
120
120
昭和９年
(1934)
8.9 藤岡屋日記百二十二冊、島田（筑波）氏へ返す。 122
昭和 12 年
(1937)
1.2 伊藤仁太郎氏を訪ふ、市役所の藤岡屋日記のこと
を頼む。
2.11 午後より伊藤仁太郎氏を訪ひ、藤岡屋日記の事を
頼み、閑談
ちなみに佐藤哲彦によると、島田筑波は本名、一郎。明治 18 年（1885）
茨城県新治郡都和村に生まれ、上京して三田村鳶魚、狩野亨吉、山中笑、
三村竹清らと交流するかたわら、資料採訪、文献考証につとめ成果を数多
くの雑誌に発表した。東京市職員、のち嘱託として『東京市史稿』『御府内
備考』などの編纂に携わり、昭和 26 年（1951）９月 18 日 66歳で没した（佐
藤「解題―島田筑波と『今昔』―」、書誌書目シリーズ 74『今昔』第６巻
昭和 10 年、平成 17 年７月、ゆまに書房刊）。前掲した表２でも、鳶魚が「藤
岡屋日記」を筆写するにあたり、島田から東京市史編纂本を頻繁に借覧し
ていたことが明らかである。
（２）吉原健一郎「『藤岡屋日記』について」、『日本古書通信』349、昭
和 48 年（1973）５月
（『国書総目録』に）「明大にも慶応元年の記事を収めた第百十三巻〜第百
二十二巻の写本一〇冊があるとしている。（中略）これは三田村鳶魚によっ
て（東京）市史編纂本から写されたものであろうという。（中略）昭和初年
に出版された『未刊随筆百種』に掲載せんとする企図が不可能となって、
写しを一〇冊で中止し、それが戦後明治大学によって購入されたもののよ
うである。」
（３）林美一「笹川臨風蔵『藤岡屋日記』について」、『日本古書通信』
359、昭和 49 年（1974）３月
（「藤岡屋日記」のうち）「壱巻より五巻までと、安政大地震に関する記録
を収めた別本二巻の原本は写本当時笹川臨風博士の所蔵であったが、（中
略）今日その行方は不明である、ということになっている。（中略）壱巻よ
り五巻までのうち、一と二の二巻分の写本が現在私（引用者注・林美一）
の手もとにある。巻一は文化元年（享和四年二月二十四日改元）より三年
に至る三年分、巻二は文化四年より七年に至る四年分で、写本の主は三田
村鳶魚氏である。（中略）巻一の末に鳶魚氏の自筆で『昭和八年五月廿日移
(写)
了』、巻二の末に『昭和八年七月十日以笹川種郎
(臨風)
氏蔵自筆本移
(写)
畢 鳶魚』と
記されている。」
（４）南和男「解題 藤岡屋日記」、『日本都市生活史料集成２ 三都篇
２』昭和 52 年（1977）10 月
「三田村鳶魚氏が『未刊随筆百種』の刊行後続編を企画したおり、そのな
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かの一つとして『藤岡屋日記』が含まれていた。慶応年間を刊行する予定
であったらしいが諸種の都合で実現せず、財部健志氏の御教示によると、
浄書された原稿は現在明治大学付属図書館に架蔵されているということで
ある。」
（５）吉原健一郎『江戸の情報屋 幕末庶民史の側面』昭和 53 年（1978）
12 月、NHKブックス 332
「明治大学図書館所蔵の写本は、三田村鳶魚が東京市史編纂写本を写し
たものではないかと思われる。中央公論社の松本欣文氏の御教示によれ
ば、昭和二年に刊行された『未刊随筆百種』の続篇として計画された『未
刊雑著』のなかに、『藤岡屋日記』の一部が掲載される予定であった。（中
略）しかし、この企画は実現せず、写本十冊は戦後に明治大学に購入され
たという。（中略）笹川臨風所蔵の原本の行方は現在のところわかってい
ない。」（同上書 14〜15頁）
おわりに
「藤岡屋日記」明大本一〇冊の筆写年次について、鳶魚「日記」の記事に
沿って検討してきた。その結果を３点にまとめて、私見の徹底に資するこ
とにしたい。
（１）「藤岡屋日記」明大本一〇冊は、島田筑波の仲介で東京市史編纂本を
底本として、三田村鳶魚が筆写した事実が、鳶魚「日記」の記事から確認
できた。
（２）明大本一〇冊の筆写過程は、巻１１３がおそらく昭和６年（1931）
９月下旬頃にはすでに着手され、巻１１６から巻１２２は、昭和６年 11 月
初旬から昭和９年（1934）８月初旬までの間に完了した。
（３）林美一は、前掲した「笹川臨風蔵『藤岡屋日記』について」で、「藤
岡屋日記」の「巻一の末に鳶魚氏の自筆で『昭和八年五月廿日移
(写)
了』、巻二
の末に『昭和八年七月十日以笹川種郎
(臨風)
氏蔵自筆本移
(写)
畢 鳶魚』と記されて
いる」と書いた。この記載は、鳶魚「日記」でも、表２に掲載した次の３
日分の記事と符合する。
１）昭和６年（1931）12 月 26 日「笹川臨風氏を訪ふ、藤岡屋日記二冊、借
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用」
２）同８年（1933）７月 10 日「藤岡屋日記巻二、やうやう写し終る」
３）同年７月 12 日「藤岡屋日記二冊、書留小包にて笹川（臨風）氏へ返送」
こうした記事から推して、三田村鳶魚筆写・林美一旧蔵「藤岡屋日記」
巻一・二の実在が浮き彫りとなった。果たしてその巻々の行方はどうなっ
たのか、気がかりである。
おわりに、「藤岡屋日記」を書いた古本商須藤由蔵の姓は、吉原健一郎が
前掲「『藤岡屋日記』について」で指摘済みであるが、故郷の群馬県藤岡市
では「すとう」と発音する。また従来、八十余歳で死亡したとされてきた
詳細も不明なままなのか、いよいよ気がかりになった。博雅のご教示を願
うところである。
(参考文献）本文中に記したほか、下記の文献を参照した。
「第 18回山ノ手談話会（明治 35 年２月 22 日夜）」、『同方会誌』25、明治 37 年（1904）
３月
飯島半十郎「天言筆記」、『新燕石十種』第１巻 明治 45 年（1912）４月
井上和雄編『増訂慶長以来書賈集覧』大正５年（1916）９月 高尾書店
鈴木棠三・小池正太郎編『近世庶民生活史料 藤岡屋日記』昭和 62〜平成７年
（1987〜1995）三一書房
『藤岡市史 通史編 近世 近代・現代』所収「須
す
藤
とう
由
よし
蔵
ぞう
」（同書 271頁）平成９年
（1997）３月
藤岡志保「『藤岡屋日記』における記述変化の考察」、『国士舘史学』15、平成 23 年
（2011）３月
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表３ 三田村鳶魚「日記」にみえる『藤岡屋日記』等の記事
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年号 月日 記事 掲載頁
大正 13 年
(1924)
３月 29 日 ○官中秘策読了。
日記（中）
P.57
昭和６年
(1931)
９月 24 日
○夜、島田筑波、しらす一折持参、藤岡屋
日記百十二を返す。
P.323
11 月８日 島田筑波、藤岡屋日記百十六を返す。 P.326
12 月 26 日
笹川臨風氏を訪ふ、藤岡屋日記二冊、浮世
風呂二冊借用。
P.330
昭和７年
(1932)
２月３日 ○藤岡屋日記百十七冊の校正。 P.336
４月 10 日 ○島田（筑波）へ藤岡屋日記十七冊を返す。 P.341
９月 26 日 ○藤岡屋日記校合。 P.360
９月 27 日 ○藤岡屋日記校合。 P.360
昭和８年
(1933)
１月 28 日
○藤岡屋日記百二十冊、昨夜より読合せ今
夜済む。
P.371
２月７日
○島田筑波氏へ左の通返済。札差事略二
十二、二十七、二十九、三十、三十三、藤
岡屋日記百二十。
P.372
７月 10 日
藤岡屋日記巻二、やうやう写し終る。（注・
昭 6・12・26笹川臨風から借用）
P.386
７月 12 日
○藤岡屋日記二冊、書留小包にて笹川（臨
風）氏へ返送。
P.386
７月 14 日
米山堂へ左の十五冊、製本を頼む。人形年
譜目録共五冊、珍説雑記一冊、含苞第百五
十五、七、八、六、四冊。岩井の水一冊、
朴僉知一冊、藤岡屋日記二冊、異本紳書一
冊。
P.386
８月９日 ○八重の写したる藤岡屋日記校合。 P.389
10 月 19 日
（島田）筑波氏より吉田粂次病気のよし、
しらせあり、徒町へゆく、重体なり、帰宅
すれば筑波あり、色々話す、藤岡屋日記返
済。
P.396
昭和９年
(1934)
２月 25 日
○鈴木南陵氏、武蔵風土記稿一冊返す。官
中秘策一冊借用、的例問答一冊貸。
P.406
３月 13 日 ○鈴木南陵氏来る、官中秘策一冊返す。 P.407
典拠：『三田村鳶魚全集』第 26 巻日記（中）昭和 52 年５月発行、第 27 巻日記（下）
昭和 52 年６月発行、中央公論社
写真『藤岡屋日記』明大本 113 巻、114 巻、115 巻
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昭和９年
(1934)
８月９日
島田筑波、竜興寺羅漢の写真返済、直に寺
へ為持遣す。藤岡屋日記百二十二冊、島田
氏へ返す。
○第四次、柴田（宵曲）氏筆労、三十五枚
持参、計百一枚半。
P.417
昭和 12 年
(1937)
１月２日
○伊藤仁太郎氏を訪ふ、旧臘より病気にて
臥床、（東京）市役所の藤岡屋日記のこと
を頼む。
日記（下）
p.58
２月 11 日
○午後より伊藤仁太郎氏を訪ひ、藤岡屋日
記の事を頼み、閑談。
p.65
日記（中）
昭和６年
編集後記
朝倉治彦編
この年（昭和 6 年）は雑誌執筆（ほとんど
柴田宵曲の筆記）のみで、単行本の出版は
なく、札差及び大衆小説の評判記を宵曲に
口述筆記させ、その他輪講は毎月続行させ
ている。（中略）『藤岡屋日記』書写が九月
から見え始めること、大谷木醇堂の展墓と
共に、未完雑著のためであろう。
P.435
下段
